














































































































































































































　さらに考えると、例 (3) から例 (7) の「協力」の「協」は “协同” “共同”
の意味が強いが、例 (20) から例 (32) の「協力」の「協」は “协助” “助力”
の意味合いが強いようである。例 (13) から例 (17) の「協力」の「協」は両
者の間で、意味的には中間的で、過渡期に位置するだろう。




















主に “齐心协力” “同心协力” に出てくる。それ以外に、意味も構造も似て























“协力” を含む四字成語 411 80.27％
　　（“齐心协力”） （264　64.23％） （51.56％）
　　（“同心协力”） （141　34.31％） （27.54％）
　　（そのほかの成語） （6　 1.46％） （1.17％）
“协力” を単独で動詞として使う例 14 2.73％
“协力”＋動詞で複合動詞として使う例 25 4.88％
“协力” を単独で名詞として使う例 6 1.17％
“协力” で作った複合名詞 17 3.32％
　　（名詞＋“协力” タイプ） （9） （1.76％）
　　（“协力”＋名詞タイプ） （8） （1.56％）





近くもある。それに対して、中国語の “协力” で作った複合名詞は “夫妻































































合” “协助” と訳したほうがよいのかもしれない。一方、中国語の “协力”
の使用範囲は「協力」の中に含まれているので、そのまま「協力」と訳すこ
とができる。そこで、最初の例 (1) と (2) に戻って、次のように訳してみた。
　(1) このトイレは、皆様の協力により清潔さが保たれております。
　　　洗手间保持清洁，靠我靠你靠大家。（中国で実際にある宣伝）
　(2) トイレットペーパーの使い切りにご協力ください。
　　　请用完最后一张纸，谢谢配合。
　もちろん、この結論で全ての「協力」を適切に翻訳できるかどうか、まだ
検証する余地があると思われるが、日本語の「協力」について、その単語の
性質によってどのように中国語に訳せばよいのか、さらに究明することを今
後の課題とする。
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